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アプリケーションレポート No.CDA-SCJ 11004 

CDA-1000 ろ過フィルターの評価 

作成：2012 年 03 月 1/2

１．はじめに 

溶液や培地などに含まれる不純物の除去、試料中に

含まれる対象物の回収などの目的でろ過フィルタ

ーが用いられる。 

ろ過フィルターには、多種多様な形状、細孔径の製

品が存在し、目的に応じて使い分けられる。 

ここでは、シリンジの先に取り付けるタイプのフィ

ルターを用いて、そのろ過性能を CDA で評価するこ

とを試みたので紹介する。 

 

２．検討内容 

1)フィルター 

シリンジ取り付けタイプ(A 社) 

細孔径：0.8μm , 0.45μm 

 

2)試料 

希釈液 ：セルパック（装置用電解液） 

試料 ：希釈液に 0.8μm 粒子を添加 

0.8μm 粒子：Thermo Fisher Scientific 社 

Cat. No.5080A  CV≦3.0% 

 

3)測定試料 

対照 ：希釈液のみ 

ろ過前 ：粒子添加試料 

粒子濃度は希釈なしに測定できる程

度とした 

ろ過後 ：シリンジで試料 5mL を吸い上げた後フ

ィルターを装着し、泡立たないように

ゆっくりと押し出したろ液をそのま

ま使用（希釈なし） 

 

4)装置条件 

アパチャー ：25μm 

X 軸    ：粒子径 

分析量   ：50μL 

 

 

３．測定結果 

1) 解析条件 

(1) Lower ディスクリ 

0.8μm 粒子が示す粒度分布の下限に Lower

ディスクリを設定し、粒子以外の影響を削除

した。 

L.ディスクリ ：0.705μm 

(2) ふるい分け  

特定範囲の粒度分布解析、粒子数算出のため

に、ふるい分けの値を任意に設定することが

できる。ここでは、フィルターの細孔径を設

定した。 

ふるい分け ：0.800μm 

2) 結果 

(1) 粒度分布の変化 

0.8μm フィルターによって粒子の大半が取

り除かれたとわかる。 

0.45μm フィルターを用いた場合、粒度分布

は希釈液のみの場合とほぼ同じであった。

①縦軸：個数表示(最大値 1.5×103個) 

図 1-1 希釈液のみ 

図 1-2 試料 (ろ過前) 

図 1-3 試料 (0.8μm ろ過後) 

図 1-4 試料 (0.45μm ろ過後) 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
これまでに示した図は、分裂酵母(S.cerevisiae) の
測定例である。以下に、出芽酵母(S.pombe)の測定

例を示す。 
    

図 6 CDA-1000B     図 7 CDA-1000 

 
図 8 CDA-1000（重ね合わせグラフ） 

 
図 9 CDA-1000（トレンドグラフ） 

 
図 10 S.pombe 経時変化 
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３．考察 

ろ過フィルターの性能評価やろ液に含まれる粒

子の評価に CDA を利用できることが分かった。 

今後、ろ過に関する領域においても CDA を用いる

ことによって、実験上の課題解決に活用されるこ

とを期待する。 

 

 

 

 

 

 

②縦軸：％表示(最大値 15%) 

   は 0.8μm の位置を示す 

図 1-1 希釈液のみ 

図 1-2 試料 (ろ過前) 

図 1-3 試料 (0.8μm ろ過後) 

図 1-4 試料 (0.45μm ろ過後) 

 (2) 粒子数の変化 

表 1 

0.8μm 以下 
 総粒子数

粒子数 比率 

希釈液 58 17 32% 

ろ過前 12084 3368 28% 

0.8μm

ろ過後 
428 165 39% 

0.45μm

ろ過後 
12 5 42% 

0.8μm ろ過後の数値を見ると、フィルターに

よって効果的にろ過されたことがわかる。細

孔径には一定の分布があるため、0.8μm を上

回る粒子もいくらか検出された。 

0.45μmろ過後の数値は、希釈液のみの場合

と同等以上の低値を示しており、添加した粒

子が完全に取り除かれたと考えられる。 
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